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奈良国立文化財研究所要綱
Ｉ・事業概要
１．研究普及事業
公開講演会
( 1 ) 1 9 9 5年５月27日第76回公開講演会
「白寿をむかえた文化財建造物の保存」村、健一
「頭塔の発掘と復原」 高瀬要一

( 2 ) 1 9 9 5年８年2 6日水落遺跡に関する講淡会
（飛鳥・藤原宮跡発掘調査部）
「飛鳥の水時計」 猪熊兼勝
「水時計の発掘」 西１１蒜生

( 3 ) 1995年10月28日第77回公開講波会
「イースター島・モアイの発掘」 猪熊兼勝
退官記念講演会
「空中写真撮影の歴史」 木全敬蔵

( 3 ) 1995年６月17Ｆ１藤原宮第78次( 東方官衝地区）
松村恵司

( 4 ) 1 9 9 5 年８月2 6 日水落遺跡第８次巽淳一郎
( 5) 1995年９月９Ｆｌ平城宮跡第259次( 造酒司）加藤真二
( 6 ) 1 9 9 5年11月３～５日朱雀門建設現場特別公開
( 7 ) 1995年11月30日･12月１円平城宮跡第261次

（朝堂院第六堂）玉田芳英
( 8 ) 1995年12月９日平城宮跡第263次( 薬師寺講堂）

寺崎保広
( 9 ) 1 9 9 6 年３月2 3 Ｒ本薬師寺西塔跡千田剛道
( 1011996年３月301- 1平城宮跡第265次( 第二次朝堂院

南門）渡遥晃宏
平城宮跡資料館・遺構展示館（見学者数）

重点領域（１）（新規）１件
重点領域（２）（新規）３件
一般研究（A ）（新規）１件

現地説明会等

( 1 ) 1 9 9 5 年５月５日～７日朱雀門建設現場特別公開
( 2 ) 1 9 9 5年６月３日平城宮跡第25 0次( 造酒司）

臼杵勲 盗料館は1 9 7 0 年度、遺構展示館は1 9 6 3 年度以降の累計

2 . 1 9 9 5 年文部省科学研究費補助金による研究

’三一Ⅲ 21件

〃

股研究（B ）（継続）１件奨励研究（A ）（新規）３件
般研究（C ）（継続）７件研究成果公開促進礎（新規）１件
般研究（C ）（新規）３件国際学術研究（新規）１件
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一般研究（A ）（新規）１件一般研究（C ）（新規）３件国際学術研究（新規）１件

重点領域（１）（新規）１件一般研究（B）（継続）１件奨励研究（A ）（新規）３件
重点領域（２）（新規）３件一般研究（C ）（継続）７件研究成果公開促進盤（新規）１件
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種目

重点領域( 1 )
重点領域( 2 )

〃

一般研究( A ）
- 一般研究( B）
一般研究( c ）

″
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″
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〃

奨励研究( A ）
ﾉノ

ノノ

職成紐開促繊
国際学術研究

計

研究課題

遺跡探査法の総合的開発研究
集落・埋納遺跡の探査

航空写真情報デーータベーース（ＮAR S ）新検索法の開発研究
石器属性の数量化
トイレ遺構の総合的研究
常時微動測定による古建築の購造安定性に関する研究
和鏡の生産と流通一出土鏡・鋳造遺跡からみた考古学的考察一
古代度量衡の系譜

古代の地方末端における官衝遺跡の研究
弥生時代と古城時代の祭肥の比較研究
画家による近代和風庭園の系譜
古代束アジアにおける冠位制度の考古学的研究
北東アジアのツングース系諸民族住居に関する歴史民族学的研究
古代の金製および銀製金工品の材質と製作技法に関する材料科学
的研究

東アジアにおける古代ガラスの材質変遷からみた交易・流通シス
テム

ＤＮＡ鑑定を用いた出土埋没樹幹の樹種同定によるメタセコイア
の古生態に関する研究
日本古代情報伝達メディアの研究
律令制都城における建物配祇の規格性の研究
古墳時代土師器にみられる地域間交流に関する基礎的研究
二条大路木簡データベース

日本都城と中国都城との出土文物による比鮫研究
21件

研究代表者

両村旗
西村・康
伊東太作
森本晋
黒崎直
内田昭人
杉1 1 1 洋
西口毒生
山中敏史
岩永省三
小野健吉
毛利光俊彦
浅川滋男
村上隆

肥塚隆保

光谷拓実

渡避晃宏
小津毅
次1 1 1 淳
町剛章
、中琢

交付額( 千円）

16, 800

9, 600

2, 300
1, 800

9, 900
1, 300

500

600

300

500

600

１，２００

１，２００
6 0 0

1, 100

1, 600

1 . 0 0 0

900

900

5, 900

9, 100

67, 700

区分

1995年

累計

安料･館

62, 922

1, 417, 936

遺構展示館

66, 555

1, 760, 981

計

129, 477

3, 178, 917



町田章

山本忠尚

門脇禎二

３．飛鳥資料館の運営
展示
第一展示室
常設展示

特別展示等
特別展示室
春期特別展示「古代の形」－飛鳥･ 藤原の文様を追う－
1995. 3. 29～５．２１（54日間）
秋期特別展示「蘇我三代」
1995. 10. 7～11. 26（51日間）

入館者数（1 9 9 5 . 4 . 1 ～1 9 9 6 . 3 . 3 1 開館日数3 1 9日）

特別講演会
19 9 5年４月１５日

「渡来龍紋の変遷」
1995年５月１３日
「シルクロードと飛鳥の文様」

1995年１０月21日

「蘇我馬子と彼をめぐる人たち‐
1 9 9 5年1 1月１１日

「蘇我氏の墓」 猪熊兼勝

普及
インフォメーションルームにおいて観覧者の質問に
応じている。特別展示の刊行物として「古代の形一飛
鳥・藤原の文様を追う－」及び「蘇我三代」を刊行し
た。

陳列品購入
石舞台古斌復原模型
人頭石模刻

４．埋蔵文化財センターの研修・指導
研修
埋蔵文化財･ の保護に資することを目的として主に地

方公共団体の埋蔵文化財保護行政担当者を対･ 象に次の
研修を実施した。
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区分

一般
研修

専
門
研
修

特
別
研
修

課程

一般課程

遺跡探査課程

文化財･ 写真課程

遺跡測量課程

保存科･ 学基礎課程

環境考古課程

寺院官桶世跡調在過程

保存科･ 学応用課程

遺跡保存整備課程

埋蔵文化財基礎課程

人骨調査課程

外国人研修

内容

遺跡の発掘調査に関する基本的な知識
と技術の研修

遺物の探査に必要な専門的知識と技術
の研修

埋蔵文化財の写真搬影等に関して必要
壷専門的知識と技術の研修

遺跡の測量に関して必要な専門的知識
と技術の研修

遺物の保存に関する保存科毒学的な基礎
知識と技術の研修

環境考古復原研究のために必要な専門
的知識と技術の研修

古代寺院・官街遺跡の調査研究に関し
必要な専門的知識と技術の研修

遺物の保存に関する保存科学的な応用
知識と技術の研修

遺跡の整備に関して必要な専門的知識
と技術の研修

埋蔵文化財行政を担当するうえで必要な
遺跡・遺物に関する基礎的知識の研修

遺跡から出土した人骨の調査に関して
必要な基礎的知識の研修

日本の文化財とＦ１本の特色ある調査．
研究方法の知識の研修

当室

研究指導部

測量研究室

勝報盗料室

発掘技術研究室

遺物処理研究室

考古計画研究室

集落遺跡研究室

遺物処理研究室

保存工学研究室

保存工学研究室

研究指導部

研究指導部

実施期日

７月４日～８月９日

５月９Ｒ～５月1 8 日

８月l 7 F I ～９月1 3日

９月２０F l ～10月１８日

1 1 月７日～１１月１７日

11月２８日～１２月１５日

１月１０日～１月2 5 ロ

１月３１日～２月７日

２月１４日～３月８日

６月１３日～６月２１日

３月１４日～３月2 2 日

６月１［１～６月５日

研修
日数

3７

１０

2８

2９

１１

１８

１６

８

2４

９

９

６

修了
者数

3７

1４

2０

1６

1６

2０

3０

1６

1６

3５

2０

1４

区分

一般

高・大生

小･ 中生

計

個人観覧

30, 324

3, 875

7, 328

41, 527

団体観覧

10, 428

10, 845

23, 685

44, 958

有料

86, 485

無料

6, 927

合．計

93, 412



外国研究者等招聡・受入一残

氏名 所属・職

Pe r Ho f f ma nn ドイツ国立海洋博物館保存科学部長
Ｈ､Ｐ・BI ankhol m ノルウェートロムソ大学講師

韓踊三 大韓民同文化財委員

在外外国人研究者 カナダ、他

美大一 大韓民国文化財研究所専門委員
ＡｒｍｉｎＳｃｈｍｉｔ イギリスブラッドフォード大学教授

UMyi nt SoeAung ミャンマー文化省考古学局助手

ＵＮａｉｎｇＷｉｎ ミャンマー文化省考古学局助手

Pr a k S onna r a カンボジア王立芸術大学学生

ＥａＤａｒｉｔｈ カンボジア王立芸術大学学生

J ohnKwest Addai ガーナガーナ遺跡博物館

鄭起正 大韓民国文化財研究所研究貝

命在恩 大韓民国文化財研究所学芸研究士
LSMar s ador ov ロシアエルミタージュ博物館研究員

朴智善 大韓民国靖斎文化財保存研究所研究員
Ｖ・ＬＹａｎｉｎ ロシアモスクワ大学教授

1. Ａ. Ryvi na ロシアモスクワ大学教授

任式楠 中国社会科学院考古研究所所優
金容民 大韓民国慶州文化財研究所研究員
張正男 大韓民国慶州文化財研究所研究員
外国人研修者 ラオス、タイ他

李容専 大韓民国国立中央博物館研究員

Ashl eyTompson カンボジア王立芸術大学誰師

美大一 大韓民国文化財雲研究所専門委員

安楽喜 大単 民国文化財研究所司番主事補
李繭英 大韓民国文化財研究所学芸研究士

安該溶 大韓民国文化財研究所研究員

Gregory, NTsokas ギリシャテッサロニキ大学講師

Ｖ, Ａ, Der yugi n ロシア文部省考古学拙当主任研究官
Ｙ､Ｎ､ Ni k i t i n ロシア科学アカデミー極東支部研究員

Peter. J・Reynol ds イギリスバッツアー古代実験農場所長
張慶浩 大韓民国文化財研究所所長

発掘調査・保存整備等指導
北海道ピリカ遺跡手宮洞窟常呂遺跡福山城
青森三内丸山遺跡高屋敷館遺跡
岩手御所野遺跡
宮城多賀城跡赤井遺跡
秋田払、柵跡秋田城跡
福島慧日寺跡二本松城跡根岸遺跡
茨城平沢官簡遺跡
栃木那須官簡関連遺跡法界寺跡飛山城跡
神奈川永福寺跡
新潟長ケ者原遺跡

招恥・受入期間 研究・研修内容

１９９５．４．４～1９９５．４．１３ 保存科学研究（国際交流基金）
１９９５．４．９～１９９５．４．１５ 考古学研究（１１本学術振興会）
1995. 5. 10～1９９５．５．１３ 南アジア仏教遺跡特別研究

１９９５．６．１～1９９５．６．５ 外国人対･ 象、木考古学研修

1995. 7. 14～1９９５．９．２５ 保存科学研究

1995. 9. 26～1995. 10. 16 考古学研究

1995. 10. 1～1995. 11. 21 南アジア仏教遺跡特別研究
1995. 10. 1～1995. 11. 21 南アジア仏教遺跡特別研究

1995. 10. 1～1995. 12. 29 アンコールワット遺跡共同研究

1995. 10. 1～1995. 12. 29 アンコールワット遺跡共同研究

1995. 11. 1～１９９６．１．１５ 国際交流基金

1995. 11. 1～1995. 12. 28 博物館における保存科･ 学

1995. 11. 6～1995. 11. 14 保存科学研究

1995. 11. 7～1995. 11. 27 共同研究

1995. 11. 21～1995. 11. 27 保存科学研究

1995. 11. 23～1995. 12. 7 考古学・歴史学研究

1995. 11. 23～1995. 12. 7 考古学・歴史学研究

1995. 11. 24～1995. 12. 14 都城遺跡研究

1995. 11. 24～1995. 11. 27 考古学研究

1995. 11. 24～1995. 11. 27 考古学研究

1995. 11. 27～1995. 12. 1 霊博物館学研修

1995. 12. 4～1995. 12. 18 保存科学研究

1995. 12. 6～1995. 12. 18 アンコーールワット遺跡共同研究

1995. 12. 25～1995. 12. 29 文化財保存管理研究

1995. 12. 25～1995. 12. 29 文化財保存管理研究

1995. 12. 25～1995. 12. 29 文化財保存管理研究

1995. 12. 25～1995. 12. 29 文化財保存管理研究

1996. 1. 27～1９９６．２．２ 考古遺跡探査研究

1996. 1. 29～1９９６．２．９ 考古学研究

1996. 1. 29～1９９６．２．１９ 考古学研究

１９９６．３．４～1９９６．３．１６ 実験考古学研究

1996. 3. 25～1９９６．３．２９ 建築史学研究

篇山

行川

岐単

静岡

愛知
三雨

滋礎

北代遺跡

七尾城跡調査須曽蝦夷穴古墳横江荘遺跡
昼飯大塚古境江馬氏館跡杉崎廃寺弥勅
寺跡高山城跡市内遺跡
遠江国分寺横須賀城跡片1 1 1 廃寺跡大知
波峠廃寺跡勝間' １１城跡
三河国分寺跡稲沢市内遺跡市道遺跡
優者腫敷遺跡城之越遺跡赤木城跡・田平
子l 峠刑場跡

大岩山古城安土城跡木村古墳群内野遺
跡兵主神庭悶穴太廃寺跡南滋盗潰跡
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根
山
島
口
川

近江国庁調盗大知波峠廃寺跡坂本里坊庭園
物集女車塚古墳高台寺庭園鹿苑寺庭園
平等院庭園丹波国分寺
金山古墳心合寺山古墳難波宮跡
袴狭遺跡篠山城跡広渡廃寺跡赤穂城
西条古墳群宮内遺跡行者塚古墳八反田
遺跡新宮束1 1 1 古墳群中谷四号窯跡大市
山遺跡
酒船石遺跡大乗院庭園頭塔
梶山古墳不入岡遺跡尾高朝山遺跡上淀
廃寺跡伯考国庁跡富繁渡り上がり遺跡
後田谷Ｖ遺跡
岡山城跡鬼城山第一城門松' 1 1 城跡
吉川元春館中世城館遺跡草戸千軒町
長登銅1 1 1 跡陶窯跡群大内氏遺跡仁馬山古墳
讃岐国分寺跡有岡古墳群弘福寺領讃岐国
山田郡田図丸亀城跡
葉佐池古墳三河圃府跡来廃寺跡
比江廃寺跡
大野城跡鴻脳館跡平塚川添遺跡仙道古墳
名護屋城
鵬島海底遺跡原城跡調在原の辻遺跡
柳町遺跡
亀塚古墳下郡遺跡カワラガマ遺跡中津
地区遺跡群安岡寺集落遺跡沖代条里跡関
連遺跡
国街・郡簡・古寺跡範囲確認調炎
国分市上野原遺跡
知念城跡識名園仲原遺跡今帰仁城跡
フルスト原脳跡

京都

大
兵
阪
庫

奈良
烏取

島
岡
広
山
番

1 9 9 5年５月23日～19 9 5年５月26日
村上隆「鍍金された金属文化財に関するシンポジ
ウム」出席のため、アメリカ合衆国へ出張
1 9 9 5年６月２日～19 9 5年６月11日
猪熊兼勝「イースター島アフトンガリキ遺跡調査整
備会議」出席のため、チリ共和国へ出張
1995年６月21日~1995年６月29日
工楽善通新儲洞遺跡に関する調在研究のため、大韓
民国へ出張
1 9 9 5年７月４日～1 9 9 5年７月７円
西村康アンコールワット文化遺産保談共同研究の
ため、カンボジアへ出張
1 9 9 5年７月３日～19 9 5年７月15 F ｌ
杉山洋アンコールワット文化遺産保謹共同研究の
ため、カンボジアへ出張
1 9 9 5年７月３日～1 9 9 5年７月1 5 1ｌ
沢田正昭パジリク文化古墳群に関する共同研究のた
め、ロシアへ出張
1 9 9 5年７月1 0日～1 9 9 5年７月１９日

肥塚隆保パジリク文化古墳群に関する共同研究のた
め、ロシアへ出張
19 9 5年７月１０日～19 9 5年７月19日
臼杵動中国古代北方遊牧民族文化に関する調査研
究のため、中華人民共和国へ出張
19 9 5年７月15日～19 9 5年７月25Ｈ

町田章1 9 9 5 年度Ｈ中共同研究予備調秀のため、中
華人民共和国へ出張
1 9 9 5年７月20日～19 9 5年７月25日

浅川滋男黒龍江流域におけるツングース系諸民族住
居に関する調査研究のため、中華人民共和国へ出張
1 9 9 5年７月20日～19 9 5年７月29Ｈ
佃幹雄韓国主要遺跡踏査と埋蔵文化財に関する意
見交換及び遺跡、遺物の搬影法についての講淡のた
め、大韓民国へ出張
1 9 9 5年７月23日～19 9 5年７月29日
花谷浩アンコールワット文化遺産保護共同研究の
ため、カンボジアへ出張
19 9 5年７月30日～19 9 5年８月17日

工楽善通初期稲作遺跡出土品及び漆製品に関する調
査研究、漆製品の材質技法に関する調交研究のため、
台湾へ出張
19 9 5年８月21日～19 9 5年８月24Ｈ
沢田正昭初期稲作遺跡出土品及び漆製品に関する調
査研究、漆製品の材質技法に関する調査研究のため、
台湾へ出張
19 9 5年８月21日～19 9 5年８月24日
村田健一伝統的文化財保存技術の調交研究のため、
中華人民共和国へ出張
1995年８月24日～1995年９月７ＦＩ
浅川滋男伝統的文化財保存技術の調杢研究のため、
中華人民共和国へ出張
19 9 5年８月24日～19 9 5年９月７日

猪熊兼勝韓国文化財の修理と展示法に関する調査研
究のため、大韓民圃へ出張
1 9 9 5年８月27日～19 9 5年８月30日

松井章国際会議「縄文文化からスターカーヘ」出

媛
知
岡
賀
崎
本
分

愛
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福
佐
長
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大

長崎

鹿児島
沖縄

埋蔵文化財ニュース刊行
第7 9 号1 9 9 1 年度埋蔵文化財関係統計資料
第8 0 号あれからもうすぐ１年阪神・淡路大震災と

埋蔵文化財・
第８1 号古代地方官楠移籍関係文献目録

５．その他
委員会等
第２２回飛鳥盗料館運営協議会
1 9 9 5 年５月 1 7 日於：飛鳥査料館
平城・飛鳥藤原宮跡調査整備指導委員会
1 9 9 5 年６月８．９日於：平城宮跡資料館講堂

外国出張
沢田正昭出土漆製品の保存科･ 学的共同研究の打ち合
わせのため、大韓民国へ出張
1995年４月１８日～1995年４月23日

松井章「低湿地国際研究集会」出席及び調在研究
のため、カナダへ出張
1 9 9 5年４月２６日～1 9 9 5年５月1 0日

小野健吉交河故城保存修復及び中国庭則に関する研
究のため、中華人民共和国へ出張
1 9 9 5年５月2 0日～1 9 9 5年６月４円

猪熊兼勝パジリク文化古墳群に関する共同研究のた
め、大韓民国へ出張

帥



席及び調査研究のため、イギリスへ出張
19 9 5年８月28日～19 9 5年９月１３日
西村康「国際考古探査学会」出席及び調査研究の
ため、イギリスへ出張
1 9 9 5年８月31日～19 9 5年９月１８日

猪熊兼勝「稗・日地方文化シンポジウム」出席及び
調査研究のため、大韓民国へ出張
1995年９月20F I ～1995年９月26FＩ

沢田正昭唐代壁画の保存修復に関する共同研究のた
め、中華人民共和国へ出張
1995年10月３日～1995年10月１０日
村上隆唐代壁両の保存修復に関する共同研究のた
め、中華人民共和国へ出張
1995年１０月３日～1995年10月８ＦＩ
町田章「西安大明宮含元殿発掘事業会議」出席の
ため、中華人民共和国へ出張
1995年１０月５日～1995年10月１０円
肥塚隆保’ ~国際ガラス学会第1 7 回大会」出席のため、
中華人民共和国へ出張
1995年10月９日～1995年１０月１５日

木村勉伝統的文化財保存技術の調炎研究のため、
中華人民共和国へ出張
1995年10月１６日～1995年10月２６日

松村恵司伝統的文化財保存技術の調秀研究のため、
中華人民共和国へ出張
1995年10月１６日～1995年10月26日

立木修伝統的文化財保存技術の調在研究のため、
中華人民共和国へ出張
1995年10月16円～1995年10月26日

岩永省三，伝統的文化財保存技術の調在研究のため、
中華人民共和国へ出張
1995年１０月16F I ～1995年10月26日
内田和伸伝統的文化財保存技術の調在研究のため、
中華人民共和国へ出張
1995年10月16日～1995年１０月２６FＩ

長尾充伝統的文化財保存技術の調在研究のため、
中華人民共和国へ出張
1995年10月１６日～1995年10月26日

加藤真二伝統的文化財保存技術の調炎研究のため、
中華人民共和国へ出張
1995年10月16日～1995年１１月９日

松井章国際会議「前近代F | 本の社会史」出席及び
調査研究のため、アメリカ合衆国へ出張
1995年１０月23Ｒ～1995年11月５ｐ

佐川正敏日本都城と中国都城との出土文物による比
較研究のため、中華人民共和岡へ出張
1995年１１月２日～1995年11月16円

井上直夫日本都城と中国都城との出土文物による比
較研究のため、中華人民共和国へ出張
1995年１１月２日～1995年１１月１６日

西村康大韓民国慶州地域遺跡探在共同研究のため、
大韓民国へ出張
199 5年１１月５日～199 5年１１月l 0 R

I l I 崎信二エジプト・エーケ文明の研究のため、エジ
プト・トルコ・ギリシャへ出張
1 9 9 5 年1 1 月５日～1 9 9 6 年１月２５日

8１

町田章圃際会議「加耶諸国の王権」出席及び研究
調在のため、大林民岡へ出張
1995年１１月９１１～1995年１１月141- 1
島U I 敏男I C C R OM国際建築修復コース参加及び研
究調在のため、イギリス・イタリア・スウェーデ
ン・オランダ・ベルギー・フランス・スペイン・ギ
リシャ・トルコへ出張
1995年11j 117I I ～1996年６) １４１１
１１１中敏史パジリク文化占墳群に関する共同研究のた
め、大韓民国へ出張
1995年11月27円～1995年12月７日

肥塚隆保考・占遺物の保存科学的研究の技術交流のた
め、大韓民国へ出張
1995年l 1j 1301I ～1995年12月２Ｒ

工楽善通韓国出土木製品の調在研究のため、大韓民
国へ出張
1995年12月３１－１～1995年12月８日
黒崎直韓国出土木製品の調在研究のため、大韓民
国へ出張
1995年12月３１１～1995年１２月８円
肥塚隆保タイ同レンガ造遺跡の劣化現象と保存対策
に関する現地調森のため、タイへ出張
1995年l 2j l 5F I ～1995年12月１５Ｈ
西村康：1 V 〔鮭1 1 1 遺跡の現地調炎のため中華人民共和
国へ出張
1995年12月1111～1995年12月２０日
猪熊兼勝南アジア仏教辿跡に関する調恋研究のため、
ミャンマーへ出張
1996年１月１３Ｈ～1996年１月261Ｉ

高瀬要一南アジア仏教遺跡に関する調在研究のため、
ミャンマーへ出張
1996年１月1311～1996年１月261Ｉ
上原真人南アジア仏教辿跡に関する調在研究のため、
ミャンマーへ出張
199 6年１月13Ｒ～199 6年１j l 2 6H
森本晋南アジア仏教遺跡に関する調在研究のため、
ミャンマーへ出張
1996年１月１３１１～1996年l j l 26日
猫熊兼勝古代韓１１衣服の比較研究のため、大韓民国
へ出張

1996年２ノj l 2H～1996年２月１５日
花谷浩アンコールワット文化遺産保謹共同研究の
ため、カンボジアへ出張
199 6年３月１１１～199 6年３月l l F I

l I ml l 章１１本都城と中l E l 都城との出土文物による比
較研究のため、中華人民共和同へ出張
1 9 9 6年３) １５日～199 6年３月121 J

佐川正敏Ｈ本都城と中| 玉I 都城との出士文物による比
較研究のため、中華人民共和国へ出張
1 9 9 6年３月５Ｈ～1 9 9 6年３月1 2日

沢川正昭唐代壁画の保存修復に関する共I i l 研究のた
め、中華人民共和国へ出張
1996年３Ｉ１５Ｈ～1996年３月121ｊ
肥塚隆保ル1 1 : 代壁i l I I i の保存修復に関する共同研究のた
め、中莱人民共和国へ出張
1996年３j l 5 I - l ～1996年３月１２｢１



平城京左京一条三坊の調査

２．前年度までの刊行物
奈良国立文化財研究所学報

( 1996. 3. 31）

1 9 5 4 1 第１冊仏師運慶の研究

第２冊修学院離宮の復原的研究

１９５５１第３冊文化史論識

1 9 5 6 1 鋪４冊奈良時代僧房の研究
1 9 5 7 1 第５冊飛鳥寺発掘調査報告

1 9 5 8 1 第６冊中世庭園文化史

第７冊興福寺食堂発掘調査報告

1 9 5 9 1 第８冊文化史論叢Ｉ

第９冊川原寺発掘調査報告

1 9 6 0 1 第1 0 冊平城営跡第一次・伝飛鳥板蓋宮跡発

掘調査報告

淵洲噸職患院家建築の研究一
第1 3 冊寝殿造系庭園の立地的考察
第1 4 冊唐招提寺蔵「レース」と「金亀舎利

塔」に関する研究
第1 5 冊平城宮発掘調査報告Ⅱ

官簡地域の調査協力事業等

文化庁では1 9 7 1 年度から特別史跡藤原宮跡の国有化
を進めており、1 9 7 2 年度から当研究所が文化庁から支
出委任を受けて買収率務を担当しているが、1 9 9 5 年度
の状況は下記のとおりである。

１９６３１節１６冊平城宮発掘調蚕報告Ⅲ

内装地域の調査

1 9 6 5 節1 7 冊平城宮発掘調査報告Ⅳ
官簡地域の調査

第１８冊小堀遠州の作事

第3 3 冊イタリア中部の一山岳集落における

1 9 6 7 第1 9 冊藤原氏の氏寺とその院家

1 9 6 9 第2 0 冊名物裂の成立

１９７１１第2 1 冊研究論集Ｉ

1 9 7 3 1 第2 2 冊研究論集I Ｉ

1 9 7 4 1 第2 3 冊平城宮発掘調査報告Ⅵ１．図書及び資料
図書1 5 8 , 5 3 2 冊

玉、芳英伝統的文化財･ 保存技術の調査研究のため、
中華人民共和国へ出張・
’ 9 9 6年３月５日～1 9 9 6年３月2 3日

小洋毅伝統的文化財保存技術の調査研究のため、
中華人民共和国へ出張
1 9 9 6 年３月５日～1 9 9 6年３月2 3円

牛鴫茂伝統的文化財保存技術の調在研究のため、
中華人民共和国へ出張
19 9 6年３月５日～19 9 6年３月23日
西村康アンコールワット文化遺産保護共同研究の
ため、カンボジアへ出張
1 9 9 6年３月９日～1 9 9 6年３月2 3日

杉山洋アンコールワット文化遺産保謹共同研究の
ため、カンボジアへ出張
1 9 9 6年３月９日～1 9 9 6年３月1 8日

森本晋石器分析法の研究のため、フランスへ出張
1 9 9 6年３月18円～1 9 9 6年６月17日

金子裕之パジリク文化古墳群に関する共同研究のた
め、大韓民国へ出張
1 9 9 6年３月２５日～19 9 6年３月28 1 . 1

民家調査報告

第2 4 冊高山一町並調在報告一

第3 4 冊平城宮発掘調査報告Ⅸ

１９７５１第2 5 冊平城京左京三条二坊

第2 6 冊平城宮発掘調査報告Ⅶ

第2 7 冊飛鳥．藤原宮発掘調査報告Ｉ

第2 8 冊研究論集Ⅲ

第2 9 冊木曽奈良井一町並調査報告一
1 9 7 6 1 第3 0 冊五峰一町並調査の記録一

1 9 7 7 1 第3 1 冊飛鳥・藤原宮発掘調査報告1 １写真5 5 9 , 4 2 2 （1 9 9 5 年度末）
第3 2 冊研究論集Ⅳ

第3 8 冊研究論集Ⅵ

Ⅲ、研究成果刊行物
１．１９９５年度刊行物

１９５４第１冊仏師運慶の研究
第２冊修学院離宮の復原的研究

１９５５第３冊文化史論叢
１９５６節４冊奈良時代僧房の研究
１９５７第５冊飛鳥寺発掘調査報告
１９５８第６冊中世庭園文化史

第７冊興福寺食堂発掘調査報告
１９５９第８冊文化史論叢Ｉ

第９冊川原寺発掘調査報告
１９６０第1 0 冊平城宮跡第一次・伝飛鳥板蓋宮跡発

掘調査報告
１９６１第１１冊院の御所と御堂一院家建築の研究一
１９６２第1 2 冊巧匠阿弥陀仏快慶

第1 3 冊寝殿造系庭園の立地的考察
第1 4 冊唐招提寺蔵「レース」と「金亀舎利

塔」に関する研究
第1 5 冊平城宮発掘調査報告Ⅱ

官簡地域の調査
１９６３第１６冊平城宮発掘調在報告ⅡＩ

内装地域の調査
１９６５節1 7 冊平城宮発掘調査報告Ⅳ

官簡地域の調査
第１８冊小堀遠州の作事

１９６７第1 9 冊藤原氏の氏寺とその院家
１９６９第2 0 冊名物裂の成立
１９７１第2 1 冊研究論集Ｉ
ｌ９７３第2 2 冊研究論集ＩＩ
ｌ９７４第2 3 冊平城宮発掘調査報告Ⅵ

平城京左京一条三坊の調査
第2 4 冊高山一町並調恋報告－

１９７５第2 5 冊平城京左京三条二坊
第2 6 冊平城宮発掘調査報告Ⅶ
第2 7 冊飛鳥・藤原宮発掘調査報告’
第2 8 冊研究論集ⅡＩ
第2 9 冊木曽奈良井一町並調査報告一

１９７６第3 0 冊五隙一町並調在の記録－
１９７７第3 1 冊飛鳥・藤原宮発掘調査報告' ’

第3 2 冊研究論集Ⅳ
第3 3 冊イタリア中部の一山岳集落における

民家調査報告
第3 4 冊平城宮発掘調査報告Ⅸ

１９７８第3 5 冊研究論菜Ｖ
第3 6 冊平城宮整備調査報告Ｉ

１９７９節3 7 冊飛鳥・藤原宮発掘調査報告Ⅲ
第3 8 冊研究論集Ⅵ

１９８０第3 9 冊平城宮発掘調交報告Ｘ
１９８１第4 0 冊平城宮発掘調査報告Ⅲ
１９８４第4 1 冊研究論集Ⅶ

第4 2 冊平城宮発掘調在報告皿
第4 3 冊日本における近世民家（農家）の系

統的発展
１９８５第4 4 冊平城京左京三条二坊六坪発掘調蚕報

１９８１１第4 0 冊平城宮発掘調査報告Ⅲ

１９８０１第3 9 冊平城宮発掘調在報告Ｘ

１９７８第3 5 1 1 1 ・研究論集Ｖ

第3 6 冊平城宮整備調査報告Ｉ
１９７９節3 7 冊飛鳥・藤原宮発掘調森報告Ⅲ

1 9 8 5 1 第4 4 冊平城京左京三条二坊六坪発掘調蚕報

鯛

1 9 8 4 1 第4 1 冊研究論集Ⅶ

第4 2 冊平城宮発掘調交報告刑

第4 3 冊日本における近世民家（農家）の系
統的発展

区分

1995年度

国有地合計

而種

5, 835. 00

355, 044. 86

金 額

279, 998, 924

25, 529, 144, 998

区分

1995年度

累計

種別

和漢書

洋書

書

洋番

購入

1, 974

7７

56, 770

5, 944

寄贈

5, 264

7７

93, 906

1, 912

計

7, 238

154

150, 676

7, 856

名称

史料第 4 2 冊平城宮木簡五

第4 3冊曽谷貝塚資料- 1 1 1内情男考古史料7－
第4 4 冊興福寺典籍文書目録第二巻

報告書等1 9 9 4 年度平城宮跡発掘調査部発掘調描概報
飛鳥．藤原宮跡発掘調査概報２５
平城宮発掘調在出土木簡概報３０
平城宮発掘調禿出土木簡概報3 １
橋津の藩倉調査報告書

図録第 2 8 冊蘇我三代
平城宮跡資料･ 館図録

年度 名 称



磯|護訓

,9,0腫釧
第49冊
第50冊

1 9 9 2第5 1冊
第52冊

１９９３第5 3冊
１９９４第5 4 冊

第5 5 冊

告

薬師寺発掘調禿報告
平城京右京八条一坊十三・十四坪発
掘調査報告書
研究論集Ⅷ
年輪に歴史を読む－日本における古
年輪学の成立一
研究論集Ⅸ
平城宮跡発掘調査報告書ＸＩＩＩ
平城宮跡発掘調査報告書ＸⅣ
西隆寺発掘調査報告書
平城宮朱雀門の復原的研究
平城京左京二条二坊・三条二坊一長
屋王邸・藤原麻呂邸一発掘調査報告
飛鳥・藤原宮発掘調査報告Ⅳ－飛鳥
水落遺跡の調誰告

奈良国立文化財･ 研究所史料

年度 名 称

1 9 5 4 1 第１冊南無阿弥陀仏作善集（複製）

1 9 5 5 1 第２冊西大寺叡尊伝記集成

1 9 6 3 1 第３冊仁和寺史料寺誌編１

1 9 6 4 1 第４冊俊乗坊重源史料集成

1 9 6 6 1 第５冊平城宮木簡１図版

1 9 6 7 1 節６冊仁和寺史料寺誌編２

1 9 6 9 1 第５冊平城宮木簡ｌ解説（別冊）
１９７０１節７冊唐招提寺史料１

1 9 7 4 1 第８冊平城宮木簡２図版・解説

第９冊Ｆ１本美術院彫刻等修理記録Ｉ

１９７５１第1 0 冊日本美術院彫刻等修理記録、

1 9 7 6 1 第1 1 冊日本美術院彫刻等修理記録Ⅲ

1 9 7 7 1 節1 2 冊藤原宮木而１図版・解説

１９５４第１冊南無阿弥陀仏作善果（複製）
１９５５第２冊西大寺叡尊伝記集成
１９６３第３冊仁和寺史料寺誌編１
１９６４第４冊俊乗坊重源史料集成
１９６６第5 1 1 1 1 ・平城宮木簡１図版
１９６７節６冊仁和寺史料寺誌編２
１９６９第５冊平城宮木簡ｌ解説（別冊）
１９７０第７冊唐招提寺史料１
１９７４第８冊平城宮木簡２図版・解説

第９冊Ｆ１本美術院彫刻等修理記録Ｉ
１９７５第1 0 冊日本美術院彫刻等修理記録1 １
１９７６第1 1 冊日本美術院彫刻等修理記録Ⅲ
1 9 7 7 節1 2 冊藤原宮木簡１図版・解説

第1 3 冊日本美術院彫刻等修理記録Ⅳ
１９７８節1 4 冊Ｒ木美術院彫刻等修理記録Ｖ

第1 5 冊束大寺文書目録第１巻
１９７９第１６冊日本美術院彫刻等修理記録Ⅵ

第1 7 冊平城宮木簡３図版・解説
第1 8 冊藤原宮木簡２図版・解説
第1 9 冊束大寺文群目録第２巻

１９８０第2 0 冊Ｆ１本美術院彫刻等修理記録Ⅶ
第2 1 冊東大寺文書ｕ録第３巻

１９８１第2 2 冊七大寺巡礼私記
第2 3 冊束大寺文書目録第４巻

1 9 8 2 第2 4 冊東大寺文書目録第５巻
第2 5 冊平城宮出土坐諜土器集成１

１９８３第2 6 冊束大寺文書目録第６巻
１９８４節2 7 冊木器集成図録一近畿古代編－
１９８５第2 8 冊平城宮木簡４図版・解説

第2 9 冊興福寺典籍文書目録第１巻
１９８８第3 0 冊1 1 1 内情男考古盗料１冥福寺貝塚査

料他
第3 1 冊平城宮出土錐番土器集成I Ｉ

１９８９第3 2 冊山内清男考古盗料２
１９９１第3 3 冊山内清男考古盗料３

第3 4 冊山内清男考古盗料４

第1 3 冊日本美術院彫刻等修理記録Ⅳ

1 9 7 8 1 節1 4 冊Ｒ木美術院彫刻等修理記録Ｖ

第1 5 冊束大寺文番目録第１巻

1 9 7 9 1 第１６冊日本美術院彫刻等修理記録Ⅵ

第 1 7 冊平城営木簡３図版・解説

第 1 8 冊藤原宮木怖２図版・解説

第1 9 冊束大寺文祥目録第２巻

1 9 8 0 第2 0 冊Ｆ１本美術院彫刻等修理記録Ⅶ

第2 1 冊東大寺文番ｕ録第３巻

1 9 8 1 第2 2 冊七大寺巡礼私記

第2 3 冊束大寺文書目録第４巻

1 9 8 2 第2 4 冊東大寺文番目録第５巻

第2 5 冊平城宮出土坐諜土器集成Ｉ
1 9 8 3 1 第2 6 冊束大寺文書目録第６巻

1 9 8 4 1 第2 7 冊木器集成図録一近畿古代編一

1 9 8 5 1 第2 8 冊平城宮木簡４図版・解説

第2 9 冊興福寺典籍文諜目録第１巻

1 9 8 8 1 鋪3 0 冊山内清男考古盗料１冥福寺貝塚蚕

料他

第3 1 冊平城宮出土坐番土器集成I Ｉ

1 9 8 9 1 第3 2 冊山内清男考古盗料２

1 9 9 1 1 第3 3 冊山内清男考古盗料３

第 3 4 冊山内清男考古盗料４

8３

第3 5冊

１９９２第36冊
第37冊

1993節38111
第39冊

1 9 9 4第4 0冊
第4 1冊

山内清男考古資料５
木器集成図録一近畿原始編一
焚鐘実測図集成（上）
掩鐘実測図集成（下）
山内清男考古盗料６
山側寺出土建築部材集成
平城京木簡一

奈良I E l 立文化財研究所韮準盗料．

年度

' 973

1974

1975

1976

1978

1979

1980

1983

名称

第１冊瓦編ｌ解説
第２冊瓦編２解説

第３冊凡編３
第４冊瓦編４
第５冊瓦編５
節６冊瓦編６
第7 1 1 1．凡編７
第８冊瓦編８
第９冊１６編９

飛鳥資料館図録

年度 名称

第ｌｌｌＩ・飛鳥白鳳の在銘金銅仏
第２冊飛鳥' ' 1 肌の在銘金銅仏銘文筋
第３ｌ１ＩＩｌ本古代の墓誌
第４冊１１本･ 占代の薙誌銘文繍
第５冊古代の誕生仏

1976

1977

1978

1979 節６１１１飛鳥時代の古城一高松塚とその周辺一

第７冊Ｉ~１本古代の鵬尾
第８冊I l l H l 寺展
第９冊高松塚拾年
第１( ) 冊渡米人の寺一桧隈寺と坂川寺一
第11 1 1 1 1・飛鳥の水時計

1980

1981

1982

1983

1984

1985

1986

1987

1988

1989

第１２冊小建築の世界一埴輪から瓦塔まで－
第１３冊藤原一半世紀にわたる調在と研究一

9９

第1 4 冊１１本と韓国の塑像
第15 1 1 1・飛鳥寺

第1 6 冊飛鳥の打造物
第1 7 冊，蝋葉乃衣食住
第１８冊壬申の乱
第1 9 冊古墳を科学する
第2 0 1 1 1 1 ・聖徳太子の世界

第211111．仏舎利埋納
第2 2 冊法隆寺金堂壁画飛天
第2 3 冊’ 1 本諜紀を掘る

1991

1992

1994

第2 4 冊飛鳥時代の埋蔵文化財に関する一考察
第2 5 冊飛鳥の源流
第2 6 冊飛鳥の工房
第27111. 1' f 代の形

Ⅳ，定員

区分 指定聯 行政職( ･･）

1995年度 １ 2２

1996年度 １ 2２

行政職 ｡ 研究職 計

6２ 8６

6１ 8５



建物
１－庁

Ｖ・予算（1 9 9 5 年度）

35, 994ｍ：
35, 556ｍ；

人件費
運営費
事業管理
一般研究
特別研究
発掘調査
宮跡整備管理
飛鳥資料館運営
埋蔵文化財･ センター運営
本庁舎維持管理等経愛
飛鳥藤原宮跡発掘調査部運営

施設費
平城宮跡等整備費
各所修繕費

計

691, 448千円
1, 321, 679

７，４７６
６３，２１６
325, 763

554, 901
７３，２９６
５２，３２６
７３，３６９
147, 328

24, 004
1, 374, 678

1, 366, 753

7, 925

3, 387, 805
Ⅶ、人事異動（1995 . 4 . 1～1996 . 3 . 31）
４月１Ｆ１飛鳥藤原宮跡発掘調査部長に配置換

V I 施設（会計課）
土地

奈良国立文化財研究所所管
本庁舎
飛烏藤原宮跡発掘調在部
飛鳥資料館
郡山宿舎ロ
飛鳥資料館宿舎
文化庁所管( 関係分）
平城宮跡地区
藤原宮跡地区
飛鳥稲淵宮殿跡地区

猪熊兼勝
埋蔵文化財センター憂に昇任工楽善通
埋蔵文化財センター研究指導部長に昇任

沢田正昭
庶務部庶務課長に昇任清水功
庶務部会計課課長補佐に昇任紺谷優
庶務部会計課用度係長に昇任中嶋昌士
飛鳥藤原宮跡発掘調禿部遺, 憐調蚕室長に昇
任 巽淳一郎
飛鳥資料館学芸室長に昇任岩本圭輔
埋蔵文化財センター研究指導部発掘技術研
究室長に昇任光谷妬実
埋蔵文化財センター研究指導部遺物処理研
究室長に昇任肥塚隆保
庶務部会計課経理係長に配置換市原稔三
飛鳥藤原宮跡発掘調在部考古第二調査室優
に配慨換松村恵司
埋蔵文化財センター研究指導部測敵研究室
長に配置換西村康
埋蔵文化財センター研究指導部考古計画研
究室長に配置換金子裕之
平城宮跡発掘調在部主任研究官に配置換

立木修
飛烏藤原宮跡発掘調査部主任研究官に配置
換千田剛道
飛鳥藤原宮跡発掘調査部主任研究官に配置
換 村上隆
飛鳥資料館主任研究官に配置換杉山洋
飛鳥資料館学芸室に配置換次山淳
庶務部会計課専門職員（施設係長）に転任

笹松保
庶務部庶務課庶務係に転任八木清隆
文部技官（建造物研究室長）に採用

木村勉
文部技官（平城宮跡発掘調査部遺総調査
室）に採用箱崎和久
文部技官（平城富跡発掘調査部史料調査
室）に採用古尾谷知浩

４７，８９０，２

8, 860ｍ，
２０，５１５，２

17, 092ｍ。
８０ｍ：

1, 343ｍ2
1, 451, 058ｍ2

1, 085, 675, 2
360, 342ｍ’
5, 041ｍ：

平城宮跡束院正殿復原等工事3 0 3 , 8 5 0
平城宮跡東院復原平成７年度工事1 1 7 , 7 2 9
平城宮跡宮内省築地等復原工事8 2 , 4 0 0
平城宮跡東方官術地区整備平成７年度工事5 6 , 7 5 3
藤原宮跡環境整備平成７年度工事１１，３３０

( 2 ) 施設整備避
平城盗料館会議室等改修工事9 3 , 4 7 2
本庁舎電源改修工事 5 2 , 2 2 1
研修棟空調改修工事 4 8 , 4 1 0
平城宮跡東院南門災害復旧等工事２６，１６２

( 3 ) その他（各所修繕、国有文化財保存整備笠）
特別史跡1 1 1 ｍ寺跡整備平成７年度工事8 3 , 4 3 0
平城宮跡節３収蔵庫木器整理室他給排水改修工事

１，１８４
＊は建設省支出委任工事

舎

千円

782, 285

2 ．宿舎等
重要文化財| 日米谷家住宅
飛鳥資料館宿舎

438ｍ’

213ｍ：

225ｍ。

主要工事

( 1 ) 平城宮跡地等整備識
平城宮跡朱雀門復原平成７年度工事

8４

区 分

蛎務室

研究･ 整理室

盗料･ 図諜室
会議室

識堂

展示室
写真室

復原建物
遺櫛展示室
車嘩
倉応･ 収蔵庫
研修棟

その他

計

本庁舎

ｍ３

646

1, 417

1, 021
３３８

8４

133

１，４１６

１，６６６

6, 721

平城

ｍｌ

７６

６５

８
４
１
４
３
８
９
２

３
６
１
３
６
０
０
５

５
８
４
８
５
６
４
０

２
１
７
２
16, 920

藤原

ITF

１９７

１，２０５

３８３

１２９

２１０

２５４

１４９

3 5 2

３，１１４

１，５０６

７，４９９

飛鳥
盗料館

、。

１０

１２

１
９
２
１
８
４

３
４
３
６
７
９
6９

６０

4, 380

藤原
宮跡

ｍ７

３６

3６

計

ｍ７

１，１２７

５，２１２

１，５３５
５１６

８８０

２，４７９

６３８

８３４

１，５６３

1, 138

11, 352
１，４１６

６，８６６

35, 556



文部技官（平城宮跡発掘調森部計測修禁調
査室）に採用平灘毅
事務補佐貝（庶務部庶務課）に採川

’ ' 1風呂恭代
事務補佐貝（庶務部会計課）に採用

ｌｌｌＬＩ由佳
研究補佐貝（飛鳥藤原宮跡発掘調査部）に
採用近藤大典
千葉大学文学部教授に転任河原純之
文部省生涯学習局婦人教育課ボランティア
推進専門官に配祇換馬場祐次朗
京都大学経理部経理課課長補佐に転任

：隔叫八郎
大阪大学医学部用度掛長に転任年梅徹
和歌山大学施設課企画係長に転任

坂上定敬
京都大学庶務部庶務課庶務掛に転任

桑原隆佳
文化庁文化財保謹部記念物課文化財調査官
に転任小池伸彦

７月１日庶務部会計課施設係施設主任に昇任
松井敏夫

１０月１日１１１口大学人文学部助教授に転任橋本義則
1 2 月１１: １文部技官（埋蔵文化財センター研究指導部

遺物処理研究室）に採用高斐洋成
１月１日飛鳥藤原宮跡発掘調森部主任研究官に配置
換 寺崎保広
文部技官（平城宮跡発掘調森部史料調査
室）に採用山下信一郎
文部技官（埋蔵文化財センター情報資料
室）に採用奥村小百合

２月９日辞職小林玉美
３月ｌＨ事務補佐員（庶務部会計課）に採川

井野由宜子
３月 3 1 Ｒ退職本『 | ’ 宣代
退職近藤大典
退職福井敏子

Ⅷ組織規定

文部省組織令（抜粋）
昭和5 9年６月2 8 1 : Ｉ政令第2 2 7号

第２章文化庁
第３節施設等機関
（施設等; 機関）

第1 0 8 条文化庁長官の所轄の下に、文化庁に脚立倒
語研究所を置く。

２前項に定めるもののほか、文化庁に次の施設等機
関を殻〈。
（中略）
国立文化財研究所
（国立文化財研究所）

第1 1 4 条国立文化財研究所は、文化財に関する調査
研究、資料の作成及びその公表を行う, 機関とする。
２国立文化財研究所には、支所を霞くことができる。
３国立文化財研究所及びその支所の名称、位祇及び
内部組織は文部省令で定める。

8５

文部省設置法施行規則（抜粋）
昭和2 8 年１月１３{ １文部省令第２号

第５章文化庁の施設等機関
節４節国立文化財研究所
第１款瀦称及び位置

（名称及び位置）
第１１６条の９国立文化財研究所の名称及び位置は、
次の表に掲げるとおりとする。

名称 位澄

東京国立文化財研究所 東京都台東区

奈良国立文化財研究所 奈良県奈良市

第２款奈良国立文化財研究所
（所長）

第1 2 3 条奈良同立文化財研究所に、所長を置く。
２所長は、所務を索理する。
（内部組織）

第1 2 4 条奈良| 玉l 立文化財研究所に、庶務部、建造物
研究室及び歴史研究室並びに平城宮跡発掘調秀部及
び飛鳥藤原宮跡発掘調査部を置く。
２前項に定めるもののほか、奈良国立文化財研究所
に、飛鳥資料館及び埋蔵文化財センターを置く。
（庶務部の分課及び事務）

第1 2 5 条庶務部に、次の二課を祇〈。
－庶務課
二会計課

２庶務課においては、次の事務をつかさどる。
一職員の人事に関する事務を処理すること。
二職員の福利厚生に関する事務を処理すること。
三公文書類の接受及び公印の管守その他庶務に関
すること。

Ｍ[ Ｉこの研究所の所掌事務に関し、連絡調整するこ
と。

五この研究所の所掌に係る遺継及び遺物の保全の
ための警備に関すること。

六前各号に掲げるもののほか、他の所掌に屈しな
い事務を処理すること。

３会計課においては、次の事務をつかさどる。
一予算に関する事務を処理すること。
二経鷲及び収入の決算その他会計に関する事務を
処理すること。

三行政財産及び物舶の管理に関する本務を処理す
ること。

四庁舎及び設備の維持、管理に関する事務を処理
すること。

五庁内の取締りに関すること。
鋪1 2 6 条削除
（建造物研究室等の事務）

節1 2 7 条建造物研究室においては、建造物及び伝統
的建造物群に関する調査研究を行い、並びにその結
果の公表を行う。
２歴史研究篭においては、考古及び史跡並びに歴史
盗料に関する調在研究を行い、並びにその結果の公
表を行う。
（平城宮跡発掘調禿部の六室及び事務）



第1 2 8 条平城宮跡発掘調在部に、考古第一調交室、
考古第二調査室、考古第三調査室、遺構調査室、計
測修景調査室及び史料調在室を置く。
２前項の各室においては、平城宮跡に関し、次項か
ら第６項までに定める事務を処理するほか、その発
掘を行う。
３考古第一調査室、考古簾二調査室及び考古第三調
査室においては、別に定めるところにより分担して、
遺物（木簡を除く。）の保存整理及び調査研究並び
にこれらの結果の公表を行う。
４遺構調査室においては、遺構の保存整理及び調査
研究並びにこれらの結果の公表を行う。
５計測修景調査室においては、遺構の計測及び修最
並びにこれらに関する調在研究並びにこれらの結果
の公表を行う。
６資料調査室においては、木簡の保存整理及び調査
研究、史料の収集及び調査研究並びにこれらの結果
の公表を行う。
（藤原宮跡発掘調森部の四室及び事務）

第1 2 9 条飛鳥藤原宮跡発掘調査部に考古第一調査室、
考古第二調査室、遺構調査室及び史料調査室を置く。
２前項の各室においては、藤原宮跡及び飛鳥地域に
おける宮跡その他の遺跡に関し、次項から第５項ま
でに定める事務を処理するほか、その発掘を行う。
３考古第一調査室及び考古第二調査室においては、
別に定めるところにより分担して、遺物（木簡を除
く。）の保存整理及び調査研究並びにこれらの結果
の公表を行う。
４遺構調査室においては、遺椛の保存整理及び調炎
研究、遺構の計測及び修最並びにこれらに関する調
査研究並びにこれらの結果の公表を行う。
５史料調査室においては、木簡の保存整理及び調在
研究、史料の収集及び調蚕研究並びにこれらの結果
の公表を行う。

（飛鳥資料館）
第1 3 0 条飛鳥資料館においては、飛鳥地域の歴史的
意義及び文化財に関し、国民の理解を深めるため、
この地域に関する考古資料、歴史査料その他の資料
を収集し、保管して公衆の観覧に供し、あわせてこ
れらに関する調査研究及び事業を行う。
（飛鳥資料館の館長）

第1 3 1 条飛鳥資料館に、館慢を置く。
２館長は、館務を掌理する。
（飛鳥資料館の二室及び事務）

第1 3 2 条飛鳥資料. 館に、庶務室及び学芸室を置く。
２庶務室においては、飛鳥査料館の庶務、会計等に
関する事務を処理する。
３学芸室においては、次の事務をつかさどる。
一飛鳥地域に関する考古資料、歴史査料、建造物、
絵画、彫刻、典籍、古文譜その他の資料の収集、
保管、展示、模写、模造、写真の作成、調在研究
及び解説を行うこと。
飛鳥地域に関する図書、写真その他の資料の収集、
整理、保管、展示、閲覧及び調蚕研究を行うこと。
飛鳥資料館の事業に関する出版物の編集及び刊行
並びに普及宣, 伝を行うこと。

蹄

（埋蔵文化財センター）
第1 3 3 条埋蔵文化財センターにおいては、次の事務
をつかさどる。
一埋蔵文化財に関し、調査研究及びその結果の公
表を行うこと。

二埋蔵文化財の調査及び．保存整理に関し、地方公
共団体の埋蔵文化財調査関係職員その他の関係者
に対して、専門的、技術的な研修を行うこと。

三埋蔵文化財の調査及び保存整理に関し、地方公
共団体の機関その他関係の機関及び団体等の求め
に応じ、専門的、技術的な指導及び助言を行うこ
と。

四埋蔵文化財に関する情報資料の作成、収集、整
理、保管及び調査研究を行い、並びに地方公共団
体の機関その他関係の機関及び団体等の求めに応
じ、その利用に供すること。

（埋蔵文化財センターの長）
第1 3 4 条埋蔵文化財センターに長を置く。
２前項の長は、埋蔵文化財センターの事務を掌理す
る。

（埋蔵文化財センターの内部組織）
第1 3 5 条埋蔵文化財センターに、教務室、研究指導
部及び情報資料室を置く。
（教務室の事務）

第1 3 6 条教務室においては、研修の実施に関する事
務を処理するほか、埋蔵文化財センターの庶務に関
する事務をつかさどる。
（研究指導部の六室及び事務）
第1 3 7 条研究指導部に、考古計画研究室、集落遺跡
研究室、発掘技術研究室、遺物処理研究室、測量研
究室及び保存工学研究室を霞〈。
２考古計画研究室においては、第1 3 3 条第１号から
第３号までに掲げる事務（他の室の所掌に属するも
のを除く。）をつかさどる。
３集落遺跡研究室においては、集落遺跡に関し、第
1 3 3 条第１号から第３号までに掲げる事務（発掘技
術研究室、遺物処理研究室、測i l t 研究室及び保存工
学研究室の所掌に属するものを除く。）をつかさど
る。

４発掘技術研究室においては、. 遺跡の発掘技術に関
し、第1 3 3 条第１号から第３号までに掲げる事務を
つかさどる。

５遺物処理研究室においては、遺物の処理に関し、
第1 3 3 条第１号から第３号までに掲げる事務をつか
さどる。
６測量研究室においては、埋蔵文化財の測逓に関し、
第1 3 3 条第１号から第３号までに掲げる事務をつか
さどる。

７保存工学研究室においては、遺跡の保存整備に関
し、第1 3 3 条第１号から第３号までに掲げる事務を
つかさどる。

（情報資料室の事務）
第1 3 8 条情報資料室においては、第1 3 3 条第４号に掲
げる事務をつかさどる。
（客員研究員）

第1 3 9 条奈良国立文化財研究所に客貝研究員を置く
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ことができる。

２客貝研究員は、所長の命を受け、奈良| 玉1 立文化財
研究所において行う調査研究に参画する。
３客貝研究貝は、非常勤とする。
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１１１中琢

板垣挺信

満水功

野木正博
西田健三
大川科和
八木桁降
大西和子

福本良子

新富恵子
中風呂恭代
桝谷需英

中川かよ子

中垣睦美
伊藤久美
石川千恵子

奥村功

倉橋睦雄
紺谷優
渡遡康史
今西康益
撰井雅樹
市原稔三

北川博之
港悦子

森本はぎ子

井野由宜子

中嶋ハ士
小野教
飯田偏男

上村敬子
幸川恵理子
今西康益
松井敏夫
上垣内茂樹
永井和代
ｌｌＩｒ１ＩｉＩ佳

中埜博

木村勉
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浅川滋男
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艇尾充
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文部事務官部長
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文部技官主任研究官
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綾村宏

寺崎保広
満永符三
森本晋

深灘芳樹
波迷児宏

町川章

小林謙一

加藤其二
臼杵勲
高変洋成

川越俊一

金川明大
立木修
正川芳英

1 1 1 崎備発
浦野孝之

井上和人
岩永竹三

町、章
長足充
繍崎和久
西1 1 1 和悲
浅川滋男

i Wi 瀬要一
内川和伸
平潔毅
小野他吉

舘野和己

古尾谷知浩
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猪熊兼勝

黒崎杭
深潔芳樹
花谷浩

井上直夫

松村忠司
千田剛道
西口誇生

村上隆

雅淳一郎
脇田敏男

藤田盟児

毛利光俊彦
寺崎保広

佐川正敏
小灘毅

千田剛道

西１１謙生
深漂芳樹
寺崎保広

佐川正敏
花谷浩

小灘穀
村上雌

島田敏男
藤、盟児
機井雅樹
吉岡佐和子
松本誠
木寅立志

宮川伴子
荒木浩司

伊藤敬太郎
羽烏幸一
水戸部秀樹

Ⅲ中琢

左右田進
中西逆夫
乾券雄

官職

文部技官部擬

文部技官室挺
文部技官（併任）

文部技官（併任）
文部技官（併任）

文部技官室艮

文部技官（併任）

文部技官（併任）
文部技官（併任）

文部技官室長
文部技官（併任）

文部技官（併任）

文部技官室長
文部技官（併任）
文部技官（併任）
文部技官（併任）

文部技官主任研究官
文部技官主柾研究官
文部技官主任研究官
文部技官主任研究官
文部技官主柾研究官
文部技官主任研究宮
文部技官主任研究官
文部技官主任研究官
文部技官主任研究官
文部技官主任研究官
文部事務官事務総括( 併任）
班務補佐貝
技能補佐此
技能補佐貝
研究補佐j 』

研究補佐貝
研究補佐貝
研究補佐貝

研究補佐瓜

文部技官館長（率務取扱）

文部事務官室長

文部事務官庶務主任
技能補佐貝

担当

考古
考古

考古
写真

考古

考古
考古

保存科学

考古

延築
辿築

考古

歴史
考古

考古

考古
考古

考古
歴史
考古

老古
考古

保存科学
建築
建築
事務
事務
保守

自動車運転

盗料整理
考古
考古

考古
考１１『

保守

所属 氏名 官聴 担当

盗
料
館

庶
務
室

学
芸
室

研
究
指
導

部

”
古
計
阿
研
究
室

来
蒋
迩
跡
研
究
義

韮
郷
挫
術
研
究
室

遮
物
処
郡
研
死
霊

測
賦
研
究
室

僻
が
エ
学
研
充
塞

教
務
室

藤本浦
森井恵美子
米川まち子

岩本圭輔
杉1 1 1 洋
次山淳
大谷照子

- 1 二楽善通

西影悲二
商畑孝雄
宍戸雅子
牛嶋茂

沢田正昭

金子裕之

ＩｉＩＩＩ１敏史

光谷拓突
松井章

肥塚l 碓保

尚妻洋成

西村康
松井章

加藤允彦
内田昭人

内田昭人

松井章
森本晋
岩永忠子

伊東太作
奥村小百合
森本晋

警務補佐貝
率務補佐貝
事務補佐貝

文部技官室長
文部技官主任研究官

文部技官
即f 務補佐貝

文部技官センター長

文部事務官室長
文部事務官教務係長

事務補佐貝

文部技官（併任）

文部技官部長

文部技官室長

文部技官室長

文部技官室長
文部技官（併任）

文部技官室長
文部技官

文部技官室長
文部技官（併任）

文部技官室憂
文部技官（併任）

文部技官主任研究官
文部技官主織任研究官
文部技官主任研究官
事務補佐貝

文部技官室長
文部技官

文部技官（併任）

蕃備

事務
覗務

考古

考古
考古

寧務

覗務

事務
写真

考古

考古

遺跡庭剛

考古

保存科学

保存科学

考古

考古

遺跡庭劉
建築

建築
考古

考古

事務

測放

梢報
考古



２
４
６
８
Ⅲ

整理研究棟

展示室

入口

保存科学棟
六条条間路跡
蝋三坊坊間路跡

３
６
９
廻
妬
迅
釧

ｌ第１展示室
４ロビー

７便所

１０正11リ
１３パーゴラ

１６弧弥山石

１９山田寺塔心礎
２２法輪寺塔心礎

替理棟
緋堂

収蔵､ 噸ｉ

駐車場
雄物跡

､

平城宮跡遺櫛展示館配置図
l j f i j f f 展示館２展示館

３世椛腿示館４符理練

５築地塀復原６坪稜基塊復原
７束大洲復原８拠所
９パーゴラ１０案内広場

１１防災設附室
ｌ２宮内省北門・築地塀復原
ｌ３宮内街復原建物（南殿）
ｌ４宮内街復原建物（南殿鋪２殿）

ｌ５宮内省復原建物（西北殿）

１６宮内宥復原建物（西南殿）
ｌ７造酒司井戸の再現展示

本館配置図 平城宮跡査料館配置図
ｌ平城宮跡資料館
（１）鵬示築（３）池備龍

( 2 ) 赫堂（４）小粥難

２節１収蔵I 1 1 i
３第２収蔵卯

４第３収蔵I j l i

５第４収蔵卯

６節５収蔵雌

７大型遺物処理棟

８世物解析処理棟
９便所

１０誰側棟
１１盗材保持加工桃

本館

1 階庶務部及び図瞥資料室

2 階所長室及び平城宮跡発猟調査部
3 階建造物研究室、歴史研究室及び埋蔵文化財センター
埋蔵文化財センター研修棟３研修棟

機械棟５車庫６自転車置場
正門８測用Ｉｊリ９非常口

Ｉ

２

４

７

１２収肱雌
ｌ３佐伯門跡

１
３
５
７
９
Ⅷ

識堂

会議室

管理棟

屋外鵬示解説宝
通用門
石人像
人頭石

ー

Ｉ
、と

『

飛鳥資料館配置
２第２展示裳

５閲覧義・売店
８光庭
１１売札所
１４機; 械室

１７酒船澗
２０猿石

= = 一


